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Ⅰ．緒言 

 モチベーション（motivation）とは、動機付

けと訳されており、わが国では心理学の専門分

野で開発された評価法をスポーツ選手に適用す

ることが多く、スポーツ選手が競技場面で必要

とされる心理的能力を調べる評価法は皆無であ

った。こうした背景のもとで、徳永らが1983（昭

58年）年頃から独自に、スポーツ選手の心理的

競技能力の診断方法とトレーニング方法につい

て研究を推進してきた。 

 

Ⅱ．目的 

 私は小学1年から現在まで１５年間サッカー

を続けてきた。その経験の中で、サッカーとモ

チベーションには深い関わりがあると考えた。

今回はモチベーションの中でも、試合に向けた

モチベーションの変化という観点に限定した研

究を行うことにした。本研究では、部活動に所

属する現役大学サッカー部員を対象とし、A チ

ームとBチームに分けて、この2群間における

モチベーション変化にはどのような違いが見ら

れるか、明らかにしていきたい。 

 

Ⅲ．方法 

 本研究の対象者は、早稲田大学ア式蹴球部に

所属する、３１名の男子学生とした。A チーム

に所属している16名に対して、約２ヶ月半の間

関東大学リーグ戦 4 試合。B チームに所属して

いる15名に対して、約1ヶ月半の間に関東大学

I リーグ 4 試合を対象として本研究を行った。

質問紙には、試合前の心理状態診断検査（DIPS

－B.1）、心理的競技能力診断検査（DIPCA.３，

中学生～成人用）の２つを用いた。まず実験期

間の前に、被験者に質問紙③心理的競技能力診

断検査DIPCA.３を行ってもらう。その後１つの

試合に関して試合１週間前、試合３日前におい

て、質問紙によりモチベーション変化について

の調査を、DIPS‐B１を使って行う。 

 

Ⅳ．【結果】 

 DIPS‐B1の結果を、AチームとBチーム各試

合の心理的コンディションを1週間前と１日前

の4試合分の平均得点を比較したグラフである。

有意差はないが、A チームの上昇の角度とＢチ

ームの上昇の角度からその差が目算できる。そ

のためにAチームのほうがモチベーションは高

く、前後での変化があるといえるのではないだ

ろうか。図８はAチームとＢチームの心理的競

技能力の平均点数を因子別グラフに示した。一

番差が見られたのは協調性(18.3:16)である。統

計的な検定にかけたところ、２つの因子に統計

的有意差がでており、１つに有意傾向が見られ

た。統計的にこの３つの因子にしか差はみられ

なかったが、勝利意欲以外のすべての因子にお

いてAチームが上回っていることが目算できる。 

 

Ⅴ．【考察】 

 DIPS‐B1で得られた結果より、モチベーショ

ンを段階的に高めるのだけでなく、ある一定の

高い水準のモチベーションを常に持っていると



いうことが必要なのである。DIPCA．３の結果か

らは、高い競技能力を持っている選手は、数字

の平均点が高く心理的競技能力が優れていて、

競技能力の低い選手は心理的競技能力も低いと

グラフから見れば差があった。そして決断力と

協調性は統計的に有意差がでたが、他の因子に

おいても有意差をさらに見出せたのではないか

と考えられる。見出せなかった理由には

DIPS-B1とDIPCA．３共に、研究対象となったア

式蹴球部自体のレベルが低かったことである。

そこを改善するために全国優勝大学のAチーム

とBチーム・プロチームのスタメンとメンバー

外などに対象を増やすということが必要だと考

えられる。また、今回は怪我をしている選手の

結果も含めてしまったので、試合に出場できる

状態にある選手に限ることも必要なのではない

かと考える。 

 


